
議会に関する情報は、
町のホームページでも
公開しています。

ゆうくん　　すいちゃん 京極町ＨＰ

町

極

京
議会での主な審議内容をお知らせします

2022年（令和４年）９月定例会号議会だより 第180号

紅葉から冠雪の羊蹄山紅葉から冠雪の羊蹄山

２
ページ

令和４年度

第３回定例会・決算特別委員会

10
ページ

ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一　般　質　問
15
ページ 議会活動日誌
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報

告

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率 

（
報
告
済
）

内容

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
本

町
の
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
、
黒
字
の
た
め
比
率
と

し
て
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
９
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会

期
を
８
日
間
と
決
め
た
後
、
諸
般
の
報
告
・
行
政
報
告
・
監
査
報
告
・

一
般
質
問
・
報
告
１
件
・
同
意
１
件
・
条
例
改
正
２
件
・
補
正
予
算
２
件
・

発
議
１
件
・
決
議
案
１
件
・
意
見
案
１
件
・
令
和
３
年
度
各
会
計
決

算
認
定
６
件
を
審
議
し
、
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
計
決
算
の
認
定
審
査
は
、
第
３
回
定
例
会
で
決
算
特

別
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
の
９
月

13
・
14
・
15
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
審
査
結
果
を
城
田

委
員
長
か
ら
議
会
に
報
告
し
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第３回定例会・
決算特別委員会が

行われました

第３回定例会・
決算特別委員会が

行われました

令和３年度資金不足比率　　　　       　（単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 −
20.0

下水道事業特別会計 −

令和３年度健全化判断比率　　　　　   　（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

−
（15.0）

−
（20.0）

7.6
（25.0）

−
（350.0）

※（　）は国が定めた早期健全化基準

令和4年

第３回定例会
９/９〜９/16
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同

意

教
育
委
員
会
教
育
委
員
の

任
命 

（
同
意
）

内容

令
和
４
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
方
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
山　

恵　

氏

︿
任
期
﹀
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

	

令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

条

例

改

正

京
極
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　

 

（
原
案
可
決
）

内容

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
の

法
律
の
一
部
改
正
等
を
受
け
、

人
事
院
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
妊

娠
、
出
産
、
育
児
等
と
の
両
立
支
援
の

た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
対

応
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
非
常
勤
職
員
の
育
児

休
業
・
部
分
休
業
の
取
得
要
件
を
緩
和

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
が
同
一
の
子
に
つ
い
て

育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数

を
原
則
２
回
以
内
と
し
、
別
に
子
の
出

生
後
８
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
回
数
を
原
則
２
回
以
内

に
改
正
し
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　

 

（
原
案
可
決
）

内容

印
鑑
登
録
者
は
、
自
ら
多
機
能

端
末
機
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

使
用
し
、
暗
証
番
号
・
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
、
そ

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補

正

予

算

令
和
４
年
度

京
極
町
一
般
会
計
（
第
２
回
） 

	

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
１
億
３
２
８

７
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
41
億
７
９
３
６

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税

１
６
４
６
万
９
千
円
追
加

【
国
庫
負
担
金
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
負
担
金

５
９
２
万
１
千
円
追
加

【
国
庫
補
助
金
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
補
助
金　

４
８
３
万
円
追
加

【
道
補
助
金
】

・
市
町
村
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
事

業
補
助
金										

２
２
８
万
円

・
情
報
収
集
等
業
務
効
率
化
支
援
事
業

補
助
金												

３
万
１
千
円

・
持
続
的
畑
作
生
産
体
系
確
立
緊
急
対

策
事
業
補
助
金		

３
３
４
万
８
千
円 写真はイメージです写真はイメージです
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【
繰
入
金
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
訴
訟
代
理
人
謝
金				
53
万
９
千
円

訴
訟
内
容

民
有
地
に
道
が
敷
設
し
、
町
が
所

有
・
管
理
し
て
い
る
流
雪
溝
付
属

設
備
の
撤
去
を
求
め
、
土
地
管
理

者
が
町
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
に
及

ん
だ
も
の
。

・
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

５
０
０
０
万
円
追
加

・
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

５
０
０
０
万
円
追
加

【
社
会
福
祉
費
】

・
払
込
手
数
料　
　
　
　

４
万
８
千
円

・
非
課
税
世
帯
生
活
支
援
給
付
金

５
１
６
万
円

・
錦
寿
の
家
除
却
工
事

３
４
７
万
６
千
円
追
加

【
保
健
衛
生
費
】

・
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

99
万
４
千
円
追
加

・
時
間
外
勤
務
手
当				

48
万
円
追
加

・
社
会
保
険
料　
　
　
　

24
万
円
追
加

・
消
耗
品
費　
　
　
　
　

20
万
円
追
加

・
印
刷
製
本
費　
　
　
　

　
　

５
万
円

・
光
熱
水
費　
　
　

１
万
８
千
円
追
加

・
通
信
運
搬
費　
　

98
万
９
千
円
追
加

・
接
種
費
用
請
求
事
務
手
数
料

40
万
５
千
円
追
加

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

５
９
２
万
１
千
円
追
加

・
シ
ス
テ
ム
改
修
等
業
務
委
託
料

70
万
４
千
円
追
加

・
コ
ピ
ー
借
上
料　
　
　

60
万
円
追
加

・
通
信
機
器
等
借
上
料　
　
　

15
万
円

【
農
業
費
】

・
消
耗
品
費　
　
　

３
万
１
千
円
追
加

・
通
信
運
搬
費　
　
　

　
　
　

９
千
円

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
保
険
料１

万
２
千
円

・
端
末
管
理
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

５
千
円

・
持
続
的
畑
作
生
産
体
系
確
立
緊
急
対
策

事
業
補
助
金　
　

３
３
４
万
８
千
円

【
道
路
橋
り
ょ
う
費
】

・
修
繕
料　
　
　
　

９
５
０
万
円
追
加

令
和
４
年
度
京
極
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）       

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
50
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
１
億
６
９
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
基
金
繰
入
金
】

・
国
民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金

50
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金
】

・
過
誤
納
還
付
金　
　
　

50
万
円
追
加

発

議

賛
成
少
数
で
否
決

京
極
町
長
の
不
信
任
決
議 

 

（
原
案
否
決
）

提
出
者　

菊
地
篤
志
議
員

内容

京
極
町
長
の
不
信
任
決
議
案
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
・
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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令和3年度決算認定

下
水
道
全
体
計
画
の
見
直
し

問

後
藤
委
員　

京
極
町
公
共
下
水

道
の
全
体
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
全
体
計
画
の
見
直
し
業
務

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

加
藤
建
設
課
長　

令
和
３
年
度

の
計
画
は
令
和
４
年
度
か
ら
令

和
13
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、
全
体
計

画
の
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
人
口
、
汚
水
量
な
ど
の
変

更
と
併
せ
て
、
汚お

泥で
い

処
理
方
法
を
今
計

画
の
中
で
見
直
し
、
変
更
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
在
り
方

問

後
藤
委
員　

工
事
の
請
負
契
約

が
簡
易
な
変
更
は
、
予
定
価
格

の
10
％
以
内
の
も
の
は
町
長
が
専
決
処

分
を
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
額
の
大
き
い
契
約
は
10
％
を
超
え
な

く
て
も
議
会
の
議
決
を
求
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答

小
林
副
町
長　

専
決
は
過
去
に

も
金
額
の
多
い
契
約
の
議
決
に

つ
い
て
、
議
会
に
話
す
べ
き
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
深
く
反
省
し
ま

し
た
。
議
会
へ
報
告
す
べ
き
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

遠
距
離
就
学
支
援
補
助
金

問

村
上
委
員　

遠
距
離
就
学
支
援

事
業
の
助
成
す
る
条
件
と
助
成

金
額
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

高
等
学

校
等
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
就
学
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

小
樽
市
を
除
く
後
志
管
内
の
高
等
学

校
に
通
学
す
る
方
は
、
通
学
距
離
に
よ
っ

て
月
額
５
０
０
０
円
か
ら
７
０
０
０
円
。

　

小
樽
市
に
就
学
さ
れ
る
方
が
1
万
円
、

後
志
管
内
以
外
は
月
額
1
万
５
０
０
０

円
で
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
も

の
で
す
。

創
業
支
援
事
業
補
助
金

問

村
上
委
員　

創
業
支
援
事
業
補

助
金
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
条
件
と
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
ま
で
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

京
極
町

内
に
住
所
を
有
し
、
商
工
会
の

会
員
に
な
る
こ
と
を
確
約
し
、
新
規
創

業
や
業
種
に
転
換
及
び
追
加
を
行
う
方

で
、
建
物
の
建
築
物
・
新
築
・
改
築
に

係
る
工
事
費
、
あ
る
い
は
工
具
・
機
器

等
・
調
達
費
な
ど
の
補
助
対
象
費
２

町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！
町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！

主

な

決

算

質

疑

写真はイメージです写真はイメージです
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分
の
1
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

実
績
と
し
て
令
和
元
年
度
は
新
規
創

業
２
件
、
業
種
転
換
・
追
加
1
件
。
令

和
２
年
度
は
実
績
な
し
。
令
和
３
年
度

は
新
規
創
業
１
件
で
す
。

包※※

括
業
務
委
託

問

菊
地
委
員　

業
者
の
見
積
り
を

そ
の
ま
ま
設
計
価
格
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
業
者
の
言
い
な
り
で
決
め

て
見
積
り
を
も
ら
い
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
行
っ
た
か
に
見
せ
て
契
約
し
た
の
で

は
な
い
で
す
か
。

答

小
野
寺
総
務
課
長　

本
町
の
設

計
価
格
は
業
者
の
見
積
り
を
上

回
る
積
算
と
な
り
、
そ
の
範
囲
内
で
の

見
積
り
金
額
で
す
。
イ
コ
ー
ル
と
い
う

数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

菊
地
委
員　

町
民
プ
ー
ル
監
視

業
務
の
資
格
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
特
定
の
業
者
と
再
委
託
の
協

議
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
業
者
と
の

談
合
で
は
な
い
の
で
す
か
。
町
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
名
を
借
り
て
特
命
指
定
を

し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答

小
林
副
町
長　

要
領
の
中
で
参

加
資
格
に
つ
い
て
は
﹁
破
産
者

で
は
な
い
で
す
﹂﹁
民
事
再
生
法
の
手

続
き
を
し
て
い
る
者
で
は
な
い
で
す
﹂

な
ど
、
暴
力
団
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を

定
め
た
も
の
が
参
加
資
格
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
再
委
託
の
制
限
は
こ
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

ほ
か
に
お
い
て
も
再
委
託
の
禁
止
と
い

う
の
は
か
け
て
お
ら
ず
、
同
様
の
形
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
募
集
が
行
わ
れ
、
そ

の
旨
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
中
で
提
案
が

あ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
同
意
し
た
と

い
う
経
過
で
す
。

答

梅
田
町
長　

包
括
業
務
委
託
等

に
つ
い
て
様
々
な
話
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
契
約
は
町
と
し
て
不
正
な

取
扱
い
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
こ
と
は

先
ほ
ど
副
町
長
か
ら
答
弁
も
あ
り
ま
し

た
。
私
達
は
や
ま
し
い
こ
と
は
な
い
と
、

こ
の
場
で
話
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

※
包
括
業
務
委
託
と
は
…
町
が
行
う
行

政
事
務
を
包
括
的
に
業
務
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
た
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
か
つ
、
行
政
運
営
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
︿
対
象
と
な
る
業
務
﹀
電
話
交
換
・
受

付
業
務
、
庁
舎
休
日
管
理
業
務
、ふ
き

だ
し
公
園
維
持
管
理
業
務
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
業
務
、
ス
リ
ー
ユ
ー
パ
ー

ク
受
付
管
理
業
務
、
町
民
プ
ー
ル
監
視

業
務
、
町
民
ス
キ
ー
場
管
理
業
務
及

び
包
括
業
務
監
督
業
務

除
雪
業
務
入
札
問
題
の
責
任

問

渡
邊
委
員　

除
雪
業
務
入
札
問

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
責
任

令和３年度歳入歳出決算
歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 43億5446万4379円 39億9699万5918円 3億5746万8461円

後期高齢者医療特別会計 5270万3044円 5270万3044円 0円

国民健康保険事業特別会計 １億2150万4666円 １億2146万7466円 3万7200円

国民健康保険診療所特別会計 １億4506万8174円 １億4506万8174円 0円

水 道 特 別 会 計 ５億2108万288円 ５億2108万146円 142円

下 水 道 特 別 会 計 １億1266万8238円 １億1266万7882円 356円

除雪風景除雪風景
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を
取
る
つ
も
り
で
す
か
。

答

梅
田
町
長　

私
と
し
て
は
減
給

５
％
、
１
か
月
と
い
う
の
が
妥

当
な
処
分
内
容
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今

で
も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

３
月
の
議
会
に
処
分
案
を
提
出
し
て
、

自
ら
の
お
詫
び
の
気
持
ち
と
反
省
を

し
っ
か
り
と
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
再
提
出
は

思
い
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

納
税
滞
納
者
の
取
扱
い

問

渡
邊
委
員　

納
税
滞
納
者
に
対

し
、
何
回
ぐ
ら
い
訪
問
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
徴
収
す
る
の
で
す
か
。

最
終
的
に
広
域
連
合
に
振
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
、
取
り

決
め
は
あ
る
の
で
す
か
。

答

松
田
税
務
課
長　

滞
納
が
発
生

し
た
ら
、
電
話
催
告
や
手
紙
の

催
告
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
督
促
は
期
間
に
合
わ

せ
て
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、
現
年
度
分
で
も
財
産

調
査
を
進
め
て
差
押
え
で
き
る
預
金
額
、

給
与
等
が
な
い
か
を
調
べ
、
差
押
え
が

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
完
納
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

広
域
連
合
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
流
れ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問

渡
邊
委
員　

最
終
的
に
こ
の
案

件
を
広
域
連
合
に
持
っ
て
い
く

こ
と
を
決
め
る
の
は
ど
な
た
で
す
か
。

　

ま
た
、
決
め
る
際
に
一
定
の
ル
ー
ル

が
な
け
れ
ば
公
平
性
に
欠
け
る
と
思
う

の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答

松
田
税
務
課
長　

広
域
連
合
に

預
け
る
案
件
は
、
ま
ず
税
務
課

で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
そ
れ
を
副

町
長
、
町
長
に
相
談
し
て
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
そ

の
都
度
、
案
件
を
見
て
判
断
し
て
い
ま

す
が
、
ル
ー
ル
づ
く
り
は
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

温
泉
代
替
利
用
券
の
配
布

問

小
柳
委
員　

代
替
と
し
て
﹁
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

温
泉
を
利
用
す
る
高
齢
者
の
皆
様
に
温

泉
代
替
利
用
券
を
チ
ケ
ッ
ト
年
36
枚
分

発
行
す
る
﹂
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
36
枚
配
布
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答

佐
古
岡
健
康
推
進
課
長　

廃
止

す
る
年
に
限
り
、
老
人
温
泉
バ

ス
廃
止
の
代
替
と
し
て
配
布
い
た
し
ま

し
た
。
令
和
4
年
度
か
ら
は
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
助
成
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ひ
ま
わ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来

患
者
数
の
減
少

問

小
柳
委
員　

病
院
の
外
来
患
者

数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
理
由
は
何
で
す
か
。

答

山
田
診
療
所
事
務
長　

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク

を
恐
れ
て
の
受
診
の
抑
制
と
思
わ
れ
る

京極温泉京極温泉
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こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
が
、
日
常
的

に
手
指
消
毒
・
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
に
よ
り
、
風
邪
な
ど

に
よ
る
発
熱
性
の
疾
患
の
減
少
も
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ふ
る

さ
と
応
援
大
使
の
事
業
目
的

問

鈴
木
委
員　

﹁
地
域
お
こ
し
協

力
隊
﹂
活
動
経
費
及
び
﹁
ふ
る

さ
と
応
援
大
使
﹂
活
動
経
費
が
不
用
額

と
な
り
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
人

口
減
少
の
中
で
、
協
力
隊
の
果
た
す
役

割
・
関
連
人
口
を
増
や
す
と
い
う
観
点

か
ら
、
大
事
な
予
算
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
結
果
、
隊
員
の
応
募
は
ゼ
ロ

で
し
た
。
応
援
大
使
も
任
命
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
す
。
事
業
目
的
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

健
康
づ

く
り
と
観
光
分
野
で
の
募
集
を

実
施
し
て
お
り
、
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
他
各

種
行
事
で
の
周
知
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
等
で
、

実
績
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
で
す
。

　

今
後
は
以
上
の
反
省
を
踏
ま
え
、﹁
な

ぜ
来
な
い
の
か
﹂、﹁
ど
う
し
た
ら
来
て

く
れ
る
の
か
﹂
と
い
う
観
点
で
引
き
続

き
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

希
望
者
は
、
や
り

が
い
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
の

で
、
や
り
が
い
に
応
え
ら
れ
る
仕
組
み

や
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
提
供
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

応
募
し
よ
う
と
す
る
方
々
に
役
場
職

員
が
熱
意
と
や
り
が
い
を
、
し
っ
か
り

と
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

消
費
者
行
政
推
進
事
業
内
容

問

大
野
委
員　

消
費
者
行
政
推
進

事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
願
い
ま
す
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

昨
今
の

情
報
化
が
進
み
、
悪
徳
商
法
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一

般
向
け
・
高
齢
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
被
害
低
減
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
と
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
駆
除
事
業

の
実
績

問

大
野
委
員　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

駆
除
事
業
は
81
万
円
程
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
の
検
体
検

査
結
果
と
薬
剤
散
布
の
範
囲
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

検
体
検

査
は
過
去
５
年
間
の
中
で
、
令

和
２
年
度
に
89
検
体
で
２
検
体
陽
性
で

し
た
が
、
他
の
４
年
間
は
陽
性
０
で
す
。

　

５
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全
町
的
に

散
布
し
て
い
ま
す
。

ふきだし公園から見た京極町の市街地ふきだし公園から見た京極町の市街地
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国土強靭化に資する道路の
整備等に関する意見書　（原案可決）

提出者　村上敦議員

　北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、広大な大地と海に育まれた豊富で新鮮な食を強みに、我が国

の食料供給を担うとともに、本道特有の歴史・文化や気候風土などを有しており、こうした北海道ならでは

の独自性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を目指している。

　こうした中、道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化する自然災害や日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震

等のリスク増大のほか、今後一斉に更新期を迎える橋
きょうりょう

梁など道路施設の老朽化、通学路における交通事故

の発生など、様々な課題を抱えている。

　今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する地域（生産空間）が持つ潜在力が最大限発揮

されるよう、平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的な物流・人流の確保・活

性化に資する広域道路ネットワークの早期形成や機能向上が必要不可欠である。加えて、積雪寒冷の本道

においては、安定的な除排雪の体制確保など、冬期間の住民の安全・安心を図ることが必要である。

　そのため、地方財政が依然として厳しい状況の中においても、国と地方の適切な役割分担のもと、道路整備・

管理に必要な予算を安定的かつ継続的に確保することが重要である。

　よって、国においては、国土の根幹をなす高規格道路から国民の日常生活に最も密着した市町村道に至る

道路ネットワークの計画的・体系的整備の必要性や、ポストコロナを見据えた物流・観光をはじめとする経

済回復に資する道路の重要性などを踏まえ、より一層の道路整備の推進や維持管理の充実・強化に向けて、

次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１．道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、道路関係予算の所要額を確保すること。

２．「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財源を確

保するとともに、継続的・安定的に国土強靭化の取組を進めることが重要であることから、５か年加速

化対策後も予算・財源を通常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこと。

３．新広域道路交通計画に基づき、高規格道路については、着手済み区間の早期開通、未着手区間の早期

着手及び暫定2車線区間の４車線化といった機能強化を図ること。

　　また、高規格道路と並行する国道とのダブルネットワークの構築や道路の防災対策・無電柱化などに

よるリダンダンシーの確保を図ること。

４．橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイクル

を確立し、予防保全を含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の拡充を図ること。

５．地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、通学路の交通安全対策などの道路整備や

除排雪を含む年間を通じた維持管理の充実が図られるよう、必要な予算を確保すること。

６．災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・強化を

図ること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

令和４年９月９日

北海道虻田郡京極町議会

議長　船場英雄

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・国土交通大臣・国土強靭化担当大臣

意 見 案
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

①
道
の
駅
、
名
水
プ
ラ
ザ
や
京

極
温
泉
の
指
定
管
理
制
度
は
、

応
募
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
こ
の
方
式
を
続
け
て
い
く
の
で
す
か
。

　

②
町
営
住
宅
の
空
き
家
が
目
立
ち
ま

す
が
、
新
築
計
画
を
進
め
る
の
で
す
か
。

　

③
ひ
ま
わ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
安

定
化
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。　

　

④
総
合
計
画
、
福
祉
政
策
の
進
捗
は
。

　

⑤
過
疎
債
の
使
い
方
に
つ
い
て
。

　

⑥
ふ
き
だ
し
公
園
と
周
辺
整
備
計
画

に
つ
い
て
。

答

梅
田
町
長　

①
指
定
管
理
制
度

は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

し
た
効
果
的
、
効
率
的
な
運
営
を
実
施

す
る
た
め
に
行
っ
て
お
り
、
最
も
優
れ

た
提
案
者
の
採
用
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
選
考
が
適
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
様
々
な
事
業
者
が
応
募

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
工
夫
を
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
安
定
的
な
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

②
空
き
家
情
報
を
含
め
た
民
間
賃
貸

住
宅
の
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
な
ど
し
、
年
数
が
経
過
し
て

い
る
町
営
住
宅
は
、
入
居
者
が
退
去
し

た
際
に
内
装
の
修
繕
や
備
品
の
整
備
な

ど
も
行
っ
た
上
で
、
新
た
な
入
居
を
行
え

る
よ
う
、
さ
ら
に
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
町
民
の
健
康
を
守
る
拠
点
と
し
て

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
を
確
実
に
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
肝
要
で
す
。
様
々
な
Ｉ
Ｔ
の
導

入
を
用
い
な
が
ら
対
応
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

④
今
年
度
の
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
着
実

に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

⑤
過
疎
計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
活
用

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
13
億
円
の
発
行
額

の
中
で
優
先
順
位
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

⑥
湧
水
口
の
現
況
調
査
結
果
も
踏
ま

え
て
、
引
き
続
き
修
繕
や
更
新
を
中
心

に
安
全
、
安
心
な
公
園
整
備
を
推
進
し
、

進
め
て
い
き
ま
す
。

指
定
管
理
制
度
は
競
争
が
必
要

問

①
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
を
今
後

も
続
け
る
な
ら
、
せ
め
て
３
者

ぐ
ら
い
は
応
募
す
る
よ
う
な
体
制
を

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

⑤
過
疎
債
は
早
め
に
こ
う
い
う
こ
と

を
や
り
た
い
と
い
う
も
の
を
出
し
、
町

民
に
示
す
べ
き
。

指
定
管
理
制
度
へ
の
体
制
強
化
を

望
み
ま
す

町	長

実
施
に
向
け
て
工
夫
を
重
ね
、

適
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む

城 田 幸 俊 議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

　

⑥
ふ
き
だ
し
公
園
の
整
備
は
先
進
事

例
を
勉
強
し
て
、
再
整
備
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

答

梅
田
町
長　

①
競
争
性
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

⑤
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
事
業

を
抽
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

丁
寧
に
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

⑥
ふ
き
だ
し
湧
水
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　

感
染
対
策
と
イ
ベ
ン
ト
の
現
状
は

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後

の
感
染
対
策
、
町
内
イ
ベ
ン
ト

の
現
状
と
今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

こ
れ
ま
で
に
１
１

０
０
人
以
上
が
接
種
を
終
え
て

お
り
、
60
歳
以
上
の
方
は
対
象
者
の
約

９
割
が
接
種
を
終
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
３
密
の
回
避
を
町
民
の

皆
様
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
、
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切

に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

答

中
村
教
育
長　

今
後
も
３
密
の

回
避
、
小
ま
め
な
消
毒
、
手
洗

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
給
食
時
の
黙
食

や
児
童
、教
職
員
の
事
前
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
強
化
と
徹
底
を
図
り
、
よ
り
一
層

連
携
し
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
教
育
関
連
行
事
は
小
学

６
年
生
の
修
学
旅
行
を
10
月
14
日
に
延

期
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
行
事
は
、
小
中

学
校
と
も
に
現
在
の
と
こ
ろ
は
計
画
ど

お
り
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
課
題

問

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
京
極
町
に
お
け
る
傾

向
と
今
後
の
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答

中
村
教
育
長　

小
学
校
の
国
語

算
数
・
理
科
は
全
道
平
均
よ
り

下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
語
の
書
く

こ
と
、
読
む
こ
と
や
理
科
の
ほ
か
の
問

題
に
よ
っ
て
は
全
道
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
算
数
は
記

述
式
問
題
の
正
答
率
が
上
が
り
、
授
業

で
の
学
習
効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

中
学
校
は
国
語
は
全
道
、
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
り
、
数
学
・
理
科
は
、

全
国
、
全
道
平
均
よ
り
正
答
率
、
回
答

率
と
も
に
下
回
り
ま
し
た
。

　

小
中
両
校
は
、
現
状
と
課
題
を
把
握

し
な
が
ら
改
善
策
を
新
た
に
検
討
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
指
導
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
く
よ
う
、
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

テスト風景テスト風景
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

あ
る
雑
誌
に
、
３
月
の
定
例
議

会
で
梅
田
町
長
の
不
信
任
決
議

案
が
出
さ
れ
、
町
の
一
大
事
に
な
っ
た

と
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
町
道
除

雪
業
務
を
め
ぐ
る
入
札
の
際
の
町
の
法

令
違
反
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

臨
時
議
会
で
法
令
違
反
を
指
摘
さ
れ
、

規
定
を
十
分
に
承
知
し
て
い
な
か
っ
た

と
し
て
陳
謝
し
た
後
、
町
長
が
責
任
を

取
っ
て
自
身
の
給
与
５
％
の
減
額
を
す

る
条
例
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
提
案
が
否
決
さ
れ
、﹁
修
正
案
は

出
す
気
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
開
き
直
り

と
も
取
れ
る
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。
町

長
は
、
議
会
が
結
論
づ
け
た
結
果
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ま
た
議
会
制
民

主
主
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
、
副
町
長
は
こ
の
雑
誌

社
か
ら
の
取
材
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
。

取
材
を
受
け
ず
に
雑
誌
に
書
か
れ
、
事

実
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
即
座
に
相

手
側
に
申
入
れ
を
し
な
い
と
、
全
て
認

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
か
そ
の
よ

う
な
対
処
を
行
い
ま
し
た
か
。

答

梅
田
町
長　

給
与
減
額
条
例
案

を
提
案
す
る
こ
と
で
そ
の
責
任

を
明
ら
か
に
し
、
反
省
の
思
い
を
表
明

し
ま
し
た
。
そ
の
提
案
は
否
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
過
去
の
事
案
な
ど
も
参
考
に

し
て
適
切
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
お

り
、
私
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
反
省

の
思
い
を
表
明
で
き
た
も
の
と
考
え
た

こ
と
か
ら
、
再
提
出
と
い
う
考
え
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

取
材
を
受
け
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
取

り
立
て
て
騒
ぐ
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
制
民
主
主
義
と
は

問

私
た
ち
は
現
在
の
選
挙
制
度
に

よ
り
選
出
さ
れ
た
特
別
職
で
す
。

国
の
政
策
に
国
民
の
利
害
や
意
見
を
反

映
す
る
と
い
う
の
が
﹁
議
会
制
民
主
主

義
﹂
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会

の
決
定
を
無
視
し
、
ご
自
身
の
処
分
に

つ
い
て
、
い
ま
だ
に
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
議
会
制
民
主
主
義
を
無
視
し
、

議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答

梅
田
町
長　

住
民
の
代
表
が
議

会
と
い
う
組
織
の
中
で
立
法
機

能
を
果
た
す
と
い
う
意
味
で
の
﹁
議
会

給
与
減
額
条
例
案
の
再
提
出
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か

町	長

責
任
と
反
省
を
表
明
で
き
た
も
の
と
し
、

再
提
出
と
い
う
考
え
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

渡 邊 昭 議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

制
民
主
主
義
﹂
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
決
事
件
な
ど
に
対
し
て
、
議
会
が
明

ら
か
に
し
た
賛
否
の
意
思
を
行
政
が
尊

重
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
３
月
議
会
に
お
け
る
給

与
減
額
条
例
案
の
否
決
に
関
し
て
は
、

議
会
と
し
て
再
提
案
を
す
る
と
い
う
こ

と
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
提
案
を

否
決
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、

そ
れ
に
は
き
ち
ん
と
従
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
う
考
え
で
、
先
ほ
ど
も
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
さ
き
の
提
案
で

私
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
、
反
省
の

思
い
を
表
明
で
き
た
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
再
提

出
と
い
う
考
え
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
の
対
策

問

昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
、
道
路
側
溝
や
排

水
路
整
備
な
ど
改
善
や
対
策
に
つ
い
て

答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
６
月
24
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
数
か
所

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
被
害
後

の
８
月
12
日
の
雨
で
も
同
じ
場
所
で
同

じ
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
何
の
対

策
も
講
じ
な
い
ま
ま
放
置
し
、
同
じ
被

害
を
出
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
急
ぐ
対
策

が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答

梅
田
町
長　

こ
れ
ま
で
も
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
速
や
か

に
必
要
な
対
象
箇
所
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
応
急
復
旧
の
対
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。

　

８
月
16
日
の
豪
雨
に
お
い
て
も
、
本

町
も
北
海
道
と
協
議
し
な
が
ら
災
害
復

旧
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
後
と
も
防
災
、
減
災
対
策
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
適
切
に
対
処
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

今
年
は
何
も
し
な
か
っ
た
の
で
、
同

じ
こ
と
が
起
き
た
と
い
う
ご
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
課

題
が
あ
る
か
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
対
応
が
必
要
な
箇
所
を
一
定

程
度
把
握
し
て
い
ま
す
の
で
、
優
先
度

を
含
め
て
対
処
し
て
き
て
い
る
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

道路側溝整備の様子道路側溝整備の様子
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後志管内町村議会 議員研修会   場所：岩内地方文化センター

ハラスメントについて考える
８

24

　８月24日、岩内町において開催された後志町村議会議員研修会に、議員多

数が出席しました。

　佐々木総合法律事務所の山田敬之弁護士を講師として招き、「ハラスメントについて考

える〜しない、させない、よりよい職場環境の実現のために〜」と題し、実際にあった

実例なども含めながらセクハラやパワハラについて講演いただき、最後にはハラスメン

トに該当するかセルフチェックを行い、自身の言動を考える有意義な研修となりました。

集中豪雨による農地被害調査特
別委員会設置に関する決議（原案可決）

提出者　渡邊昭 議員

　近年、地球温暖化による気候変動により、全国各地で農業被害が発生している。本町にお

いても、令和２年度頃から災害が発生しており、農業者の方々は大変ご苦労されています。

特に、令和４年度は短時間大雨に見舞われ、農地の損傷は甚大な状況になっている。

　そのため、議会としてどの場所がどの程度被害に遭われているか、調査をしてその対策を

研究、検討を行うため、調査特別委員会を設置するものである。

決議
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出席者はこのように表記しています 　 議長　 副議長　 正副議長　 委員長　 全員・議員多数

８月

24日

後志管内町村議会議員研修会（岩内町）

　➡P.14をごらんください

９月

１日

産業建設及び総務合同常任委員会
議会運営委員会

14日

自由民主党北海道第四選挙区支部移動政調会

（羊蹄山麓地区）（倶知安町）　

９日

令和４年度第３回定例会　開会

13日

令和４年度第３回定例会　再開
決算特別委員会

14日・15日

決算特別委員会

16日

議会運営委員会  全員協議会
令和４年度第３回定例会　再開・同日閉会

21日

しりべし高速ネットワークフォーラム2022

（ニセコ町）　

22日

産業建設常任委員会

25日

第67周年倶知安駐屯地創立記念第67周年倶知安駐屯地創立記念

（倶知安町）　  

29日

調査特別委員会

10月

３日
後志町村議会議長会臨時総会（倶知安町）　

４日〜６日

羊蹄山麓町村議会正副議長会正副議長道外研修羊蹄山麓町村議会正副議長会正副議長道外研修

（山梨県）　  

７日

調査特別委員会

８日

北海道倶知安高等学校
創立百周年記念式典・祝賀会（倶知安町）　

18日〜20日
羊蹄山麓町村議会正副議長会委員長道外研修（長野県）　

24日

産業建設常任委員会所管事務調査（町内一円）

25日

総務常任委員会所管事務調査（町内一円）

28日

議会だより編集委員会

31日〜２日

羊蹄山ろく消防組合議会道外視察研修

（東京都・神奈川県）　

11月

２日

神恵内村戸長設置150年・神恵内村戸長設置150年・

消防組織140年記念式典消防組織140年記念式典（神恵内村）　   

4日

議会だより編集委員会

6日

京極剣道連盟創立70周年記念 

第38回後志管内小中学生剣道錬成大会　

７日〜10日

後志町村議会議長研修及びに第66回町村議会議長
全国大会並びに中央要望（長野県・東京都）　

議会活動日誌
議会議員は定例議会や
臨時議会のほか、各種
研修や町内の行事など
に参加しています。
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16京極町議会だより 第180号（令和4年9月定例会）

みんなみんなのの

声声をを町政町政にに

「陳情」「請願」をご存じですか？

　町政への要望や意見を議会に提

出することができます。議員の紹

介のあるものを請願、ないものを

陳情と呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会

運営委員会で協議し、付託された

委員会で審査することに決定した

ものは慎重に審査され、本会議で

最終的に採択か不採択になります。

採択されたものは、町長などにそ

の結果を伝え実現を図ります。

９
月
の
定
例
議
会
も
終
了
し
、

10
月
24
日
、
25
日
に
は
産
業

建
設
、総
務
常
任
委
員
会
の
現
地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。　
　

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
が
町
民
の
皆
様
に
届
く
頃
に

は
町
内
も
雪
化
粧
と
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
11

月
に
入
り
、
第
８
波
と
な
る
多
く
の
感
染
者
数
が
全

国
的
に
出
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
新
た
な

変
異
株
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
定
期
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
い
、
重
症
化
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
減
ら

し
た
日
常
生
活
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

光
熱
費
、
食
料
品
費
等
値
上
が
り
を
し
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
令
和
５
年
を
明
る
く
健
康
で

迎
え
ら
れ
る
事
を
念
願
し
ま
す
。							

（
大
野
利
明
）

編

集

後

記

　慶和園の中に部屋があって、女性は２階、男性は１　慶和園の中に部屋があって、女性は２階、男性は１
階で生活をしています。休みの日はゴロゴロしたりして階で生活をしています。休みの日はゴロゴロしたりして
過ごしています。まだバスの乗り方など、わからない過ごしています。まだバスの乗り方など、わからない
ので、遠くへ出かけたりはしていません。来る前に札ので、遠くへ出かけたりはしていません。来る前に札
幌へ行ってきましたが、それ以来は行けていないので、幌へ行ってきましたが、それ以来は行けていないので、
これから行ってみたいです。でもこれからどんどん寒これから行ってみたいです。でもこれからどんどん寒
くなるので中の方がよいですね。ほかの職員と一緒にくなるので中の方がよいですね。ほかの職員と一緒に
ご飯を食べたりすることもあります。ご飯を食べたりすることもあります。

お休みの日は何をしていますか

　３年間、技術を学び、国家試験を受
けて受かることが今の目標です。

慶和園での目標は

　今は日本語のレベルアップをしたいです。まだ　今は日本語のレベルアップをしたいです。まだ
難しい漢字などは読めないので、試験の時は難し難しい漢字などは読めないので、試験の時は難し
いと思います。さらに日本語の試験も受けたいといと思います。さらに日本語の試験も受けたいと
考えているので日本語の勉強を頑張ります。考えているので日本語の勉強を頑張ります。

3年後の試験に向けてどんな事を
頑張っていきますか

　はい、希望してきました。
◎私は初めてです。（イマンさん）
◎私は、インドネシアで３か月ほどホー
ムケアをやっていました。（ラフィさん）

介護の仕事は希望して来たのですか。   
      また経験はありましたか？

　１年間日本語の勉強をし面接を受けて、今年の
５月にインドネシアから慶和園へ来ました。

慶和園へ来るまでどのようなことを
      頑張ってきましたか

　ずっと日本に住みたいです。
◎私は国家試験に合格したらずっと日本で働きたいで
す。兄も日本で働いているので、合格したらお母さん
を迎えに行こうと思っています。（ラフィさん）

◎利用者さんは皆さんそれぞれです
が、とても明るい方たちとの交流
が楽しいです。（ラフィさん）
◎利用者さんの体調が良くない時
はどのように対応していいか、まだ
困ることがあります。利用者さんに

よって怒りやすい方などもいらっしゃるの
で、対応が難しい時もあります。（イマンさん）

3年後、日本の技術をインドネシアに
持って帰りたいと思いますか

仕事で楽しいこと、
　　 大変なことはなんですか

京極町で「ガンバル人」を紹介します京極町で「ガンバル人」を紹介します

養護老人ホーム慶和園養護老人ホーム慶和園

第  7 回

第７回は、養護老人ホーム慶和園で技能実習をしている
イマン・ヘルマンシャーさんとラフィ・ハビラー・プラセティアさんです。

お二人は、3年間技能実習を受け、その後の国家試験の合格を目指して頑張っています。

がんばります！！

イマンさん ラフィさんラフィさん


